
3.職業実践専門課程への認知(広報)・
理解の推進
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「職業実践専門課程PRパンフレット(ファッション)J作成について

平成26年4月職業実践専門課程のスタートと同時に、文部科学省より同課

程の概要を説明するパンフレットが作成され、 PRが行われているが、ファッ

ション業界においては広く認知されていないのが現状である。

アパレル業界には中小メーカーが多く、その数は 5000社と言われている。

このような小規模メーカーでは人事・採用の部暑が存在せず、職業実践専門課

程という名称も認知されていないのが実情である。また高等学校においても同

課程への認知が低いという事実を、専門学校募集担当者から聞くことが多い。

デザイン職、技術職を中心に専門学校卒業者が活躍しているアパレノレ業界

において、企業・高等学校等へ職業実践専門課程の周知を図り、高等学校等

においては進学の促進を、また企業においては、同課程卒業生の積極的な採

用を強化する取組みは火急の課題である。

このような考えに基づき、視覚的に訴求効果のある広報物という方針のも

と、ファッション分野オリジナルの職業実践専門課程PR広報物を作成した。

体裁

発行部数

発行時期

発行対象

送付実績

配布実績

A3 両面二つ折カラー

3000音日

平成26年 12月

アパレル関連企業、業界団体、高等学校等、その他

国内アパレルメーカー約700社

服飾系学科設置高等学校約 160校

第三者評価関連会議、認定校学生募集資料

表紙に職業実践専門課程左大きく明示し、ファッションを学ぶ学生の写真

を重ねた。次いで認定要件 5項目(1.教育課程編成委員会の設置 2.企業等と

連携した実習 3.企業等と連携した教員研修4.企業等が参画した学校評価 5.学

校情報についてHPで公開)を紹介した。さらに委員として参画している専

門学校の協力を得て、連携授業 2件(庖舗企画・盾舗運営およびファッショ

ンビジネス)連携教員研修 l件(販売現場)を写真入りで紹介。末尾には、

文部科学省の承認により、同省のロゴと省名を記載した。また業界団体であ

る、一般財団法人日本アパレル・ファッション産業協会からのコメントを頂

いた。

職業実践専門課程の正確な情報を伝えつつ、ファッション分野に相応しい、

おしゃれな構成を意図し、制作業者に依頼し作成した。
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作成成果について

今年度事業では3000部を発行した。継続的に活用することを想定し、ダウ

ンロードによる閲覧、印刷が可能となっている。

発行後2か月しか経過しておらず、全体的成果を示す指標はないが、事業終

了時点で企業、高等学校からの問い合わせが事務局に数件あった。

継続的な利用体制を整えたことにより次年度以降も、認定専門学校約25校

の就職部門、募集部門等で活用し同課程の認知度向上を図っていきたい。
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The Guide of 

「職業実践専門課程」で、

専門学校は新しいステージヘ

専門学校とファッション関連企業の連携をはじめとする

実践的な職業人教育を行っている学校を文部科学大臣が認定。

それが「職業実践専門課程」認定校です。

従来より専門学校は、社会に出て即戦力となる学生を育成してきました。

そんな専門学校が、この制度をきっかけにより一層進化します。

r職業実践専門課程」認定校にご注目ください!
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とは?



ファッション系専門学校の

認定校は全国で約20校。
※2014年4月現在

厳しい認定要件をクリアするためには……

カリキュラム編成に

アパレル企業の
意見を反映する

各学科に関係する企業や団体などの役職

員を、 r教育課程編成委員会」の委員として

委嘱し、企業等と連携してカリキュラムを

改善、工夫しています。就職後、即戦力に

なれるよう、実践的でハイレベルな授業を

行っています。

教員研修により

教育の質を

さらに向上させる

ファッション分野の最先端の知識・技術を

習得するための研修や、教育力・指導力

の質向上を図るための研修を組織的に実施

し、ハイレベルな授業を実現しています。

詳細はー今

4ページヘ

アパレル企業と密接に連携した

実習・演習を実施する

アパレル企業と協定を結び、実習・演習

を行っています。学生とアパレル企業・

ファッシヨン業界が相互理解を深められ

る機会を提供し、より実践的な職業教

育に取り組んでいます。アパレル企業か

ら実習の評価も得て、成績評価に反映

させています。

アパレル企業が
学校運営を

評価する

アパレル企業等の外部委員で構成

する『学校関係者評価委員会」を設

置し、ファッション業界等からの評

価を反映して、さらなる学校運曽の

改善に取り組んでいます。

学校情報を公開し、

企業との連携を

より深める

学校運曽全般の情報を公開するこ

とで、企業や高校だけでなく、社

会全体にも学校を理解していただく

とともに、そのニーズを調査・分析

して、さらなる教育の質保証に向け

て努めています。
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教育の質をさらに向上させる教員研修の一例

。アパレル企業と連携することにより、より実践的な職業人を育成。

。実践的な教育に取り組んでいることを文部科学大臣が認定。
ー-- -も

職業実践専門課程認定校からは、ファッション業界の発展を

担う人材が生まれることが期待できます。

産と学が協力し合った「新しいしくみ」。

業界はそこから生まれる人材に

大いに期待しています。

職業車時専門書程直弘

職業実践専門課程認定枝一覧はこちらでご確認頂けます

http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/senshuu/1339270.htm 

文部科学省委託事業『職業実践専門課程を通じた質保証・向上の推進』

• ..‘τ・7師副品J.kt匂S9文日目相T官
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J全ERG
一般社団法人日本アパレル・ファッション産業協会

理事長虞内武

ファッション分野における職業実践専門課程の
質保証の評価を推進する事業

大阪文化服装学院・香蘭ファッションデザイン専門学校

二葉ファッションアカデミー・文化服装学院

事務局:文化服装学院(担当:小林、横倉)

干151・8522東京都渋谷区代々木3・22・1
TEL.03・3299・2557/FAX.03・3370・9545
http://www.bunka-fc.ac.jp/ 

http://www.bunka-fc.ac.jp/outLi ne/pdf/f-j issen .pdf 
こちらからも閲覧・ダウンロードできます
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